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研究成果の概要（和文）：本研究は、保育所職員がアナフィラキシーショック発現を認識・判断でき、自信をも
って対応できるようになることを目的として、食物アレルギー初期対応研修プログラムを開発した。また、プロ
グラム受講による各施設の救急処置体制の改善および保育所職員の危機管理意識の研修実施前後の変化について
も明らかにした。
7施設計155名がプログラム受講し、Kirkpatrickの4段階評価測定モデルを用いた評価を行った。満足度評価は高
く、意識の変化・知識の確認では実施直後に有意に高かったが、時間の経過とともに高まった意識や知識の低下
が一部確認された。また、看護職がいる保育所の職員は「負担感」「知識」に有意な差がみられた。

研究成果の概要（英文）：In this study, an initial food allergy response training program was 
developed with the aim of enabling nursery school staff to recognize and judge the onset of 
anaphylactic shock and respond with confidence. The improvement of the emergency treatment system at
 each facility was also clarified by attending the program, along with examining the changes from 
before to after the training in crisis management awareness of nursery school staff. A total of 155 
people from 7 facilities attended the program, and Kirkpatrick’s 4-step evaluation measurement 
model was used for evaluation. Satisfaction was high, and changes in consciousness and confirmation 
of knowledge were significantly higher immediately after implementation, but there were some 
decreases in consciousness and knowledge over time. In addition, there was a significant difference 
in “feeling of burden” and “knowledge” among the staff of nursery schools with nurses.

研究分野：小児看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　食物アレルギー児アナフィラキシー初期対応研修プログラムを実施し、Kirkpatrickの4段階評価モデルを用い
て、保育所職員の知識や技術レベルの変化を評価した。さらに、長期的で最終的なアウトカムとして「組織の変
容」を評価した。その結果、保育所職員個々のアナフィラキシー対応力の強化とともに、保育所内の組織や環境
の変容をもたらした点で意義が大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 食物アレルギーの有病率は乳幼児に多く、保育所の 9 割以上に食物アレルギー児が在園して
いる１）。また、保育所の約 2割にアドレナリン自己注射薬（エピペン®）を持参する子どもが在
園し、約 5割で誤食事故が起きているとの報告があった１）。厳重にアレルギー対策を立てていて
も誤食や誤配によるヒューマンエラーは日々のルーティーンワークの中で様々な要因が重複し
起こり得る。 
 子どもに関わる職種の中で、保育士が特にアレルギー対応への「不安が強い」との報告がある
２）。また、保育所に在園している乳幼児という発達段階の子ども達は、自らの症状を的確に他者
に伝えたり、エピペン®を自ら実施することは困難である。そのため、保育所の職員は子どもの
アナフィラキシー発症時に、それを認識し対応を迅速に判断することは大きな不安感や自信の
なさを伴うことが明らかとなっていた３）４）。また、アナフィラキシー対応のための保育施設の環
境が整備されていない現状も明らかとなっていた。 
 
２．研究の目的 
 保育所職員が感じているアナフィラキシーショックの対応に対する知識不足や不安感・自信
のなさを軽減すること、また、アナフィラキシー対応の救急処置対応を整備することを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
（１）先行研究の結果より、保育所職員の知識不足や不安感・自信のなさを軽減するためのアナ
フィラキシー初期対応研修プログラムを作成した。プログラムは、講義・実技・実演（シミュレ
ーション訓練）で構成されている。 
 講義では、食物アレルギー全般の知識の習得とともに、エピペン®使用のタイミングの判断が
できるよう、症状がイメージしやすい画像を用いたスライドを作成した。エピペントレーナーを
使用する実技訓練時は、注射を嫌がり暴れる子どもの固定・抑制の方法もデモンストレーション
し、職員に実施してもらった。シミュレーション訓練では、日常的に保育を行っている保育室を
使用し、誤食した 3歳児の事例をもとにロールプレーイングを行った。 
 
（２）プログラム実施の評価は、下記の図の通り、研修前・研修直後・研修 6ヵ月後に Kirkpatrick
の 4段階評価測定モデルを用いてプログラムを多面的な視点で評価し、効果を検証した。 
（３）データ収集期間は、2017 年 1 月から 2017 年 11 月。 
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（４）倫理的配慮 
 研究対象者である保育所職員に、口頭と文書にて本研究の趣旨および概要について説明し調
査実施の承認を得た。得られたデータは鍵のかかる研究室にて厳重に管理した。本研究は、所属
大学の倫理審査委員会の承認およびＡ県保育園協議会会長の承認を得て実施した。 
 
４．研究成果 
（１）分析対象者の決定と属性 
 研修受講者数は、7施設計 155 名（管理者 16 名、保育士 100 名、保育教諭 13名、栄養士 6名、
管理栄養士 3名、調理員 8名、その他 9名）であった。Level 1～4の評価は、データ欠損 9名
分を分析から除外し、145 名を分析対象とした（有効回答率 93.5％）。Level 2（意識の変化・知
識の確認）については、研修前・研修後・研修 6ヵ月後の全ての回答が揃っている 131 名を有効
回答とし、分析対象とした（有効回答率 84.5％）。 
 
（２）研修プログラムの評価 
① Level1(反応：Reaction)：満足度評価 
 満足度評価全 10 項目において、「そう思う」、「ややそう思う」と回答した者が 9割以上を占め
ていた(表 4)。 
② Level2(学習：Learning)：研修プログラムの受講前・研修後・研修 6か月後の意識・知識お
よび受講後のパフォーマンステスト 
〔意識の変化〕では、Friedman 検定の結果、全ての項目で有意な変化が認められた（恐怖感:ｐ
＜0.001、抵抗感:p＜0.001、不安:p＜0.001、負担感:p＜0.001）。多重比較の結果、保育所職員
のアナフィラキシー対する恐怖感や不安等が、研修前と比較して研修後、研修 6か月後に有意に
減少していた。しかし、研修後・6か月後であっても「ある」「少しある」と回答した者の数は全
ての項目で依然として多かった。 
〔知識の確認〕では、Cochran’s Q 検定の結果、「一般向けエピペン®適応」のアナフィラキシ
ー13 症状の知識について、「息がしにくい」の項目を除いた 12 症状において、有意な変化が認
められた(12 項目全て P<0.001)。多重比較の結果、研修前に比べ、研修後、研修 6か月後に正答
率が増加していた。しかし、「がまんできないお腹の痛み」、「声がかすれる」、「唇や爪が青白い」、
「尿や便をもらす」の 4症状については、研修前より研修後は正答率が上がったものの、研修 6
か月後は、研修後より下がっていた。しかし、研修前よりは高値であった。反対に、「繰り返し
吐く」、「のどや胸が締め付けられる」、「犬が吠えるような咳」、「持続する強い咳き込み」、「ぜー
ぜーする呼吸」、「脈を触れにくい」、「意識がもうろうとしている」の 7症状については、研修前
よりも研修後の正答率が高く、研修 6か月後も維持されていた。 
次に、「エピペン®を打つタイミング」に関する 15 問の正答数の小計は、研修前と比較して研修
後および研修 6 か月後が有意に高かったが、研修後と比較して研修 6 か月後の得点は下がって
いた。しかし、研修前と比較して研修 6か月後の得点は高かった。また、「エピペン®の管理」5
問の小計では、有意な変化が見られ、研修前と比べて研修後で有意に得点が高かった。しかし、
研修前、研修後、研修 6か月後で、中央値や四分位に違いはなかった。これら 20 問の知識合計
では、研修前より研修後の得点が有意に高かったが、研修後と比較して研修 6か月後の得点は有
意に低かった。しかし、研修前と比較して研修 6か月後の得点は有意に高かった。 
〔技術の確認〕では、研修後のパフォーマンステストの結果、「注射後、オレンジ色のニードル
カバーが伸びたことを確認する」を除いた 4項目で、受講者の 90％以上の者が、必要な STEP を
踏むことができていた。 
③Level3(行動：Behavior)：救急処置体制で改善すべき点 
 自園の救急処置体制(物理的・人的・財政的・組織的)で改善すべき点については、自由記述に
回答した 141 名の記述を有効回答とした。271 記録単位から 30のコード、12のサブカテゴリー
が抽出され、【職員全体のアナフィラキシー対応の知識・技術・意識の向上させる】、【施設独自
のアクションプランを作成する】、【マニュアルの内容の見直し・修正を行う】、【保育所(園)内の
設備・体制の整備を行う】、【アナフィラキシー対応中の子どもへの配慮を行う】の 5つのカテゴ
リーが形成された。 
④Level4(成果：Result)：研修 6か月後に救急処置体制で改善した点 
 研修終了後、6か月が経過し、救急処置体制(物理的・人的・財政的・組織的)を改善した点に
ついては、自由記述に回答した 94 名の記述を有効回答とした。151 記録単位から 22 コード、7
サブカテゴリーが抽出され、【施設独自のマニュアルの整備に着手した】、【事故予防策の強化を
行っている】、【園内・園外との連携・協働を強化するようになった】、【食物アレルギー児の人権・
権利を守る配慮をするようになった】の 4つのカテゴリーが形成された。 
 
（３）施設と職員の属性による差異の検討 
 研修受講施設 7 施設計 155 名のデータを用いて、食物アレルギー児のアナフィラキシー初期
対応研修を受講した保育所の施設の特殊性と職員の属性の違いによる研修前と研修後・研修 6ヵ
月後とのアナフィラキシー対応への意識・知識の差を明らかにするために二次分析を行った。 
 



①「アナフィラキシー対応に対する意識」と「エピペン®に関する知識」の属性による差の分析 
 研修前の「アナフィラキシー対応に対する意識」と「エピペン®に関する知識」の属性による
差を分析した結果、看護職のいる園の者では、「エピペン®持参の子どもの受け入れに対する負担
感」が有意に少なかった（p=0.003）。エピペン®持参児のいる園の者は「エピペン®の管理」の知
識が有意に高かった（p＝0.046）。研修会受講経験のある者は「エピペン®を使うタイミング」の
知識（p=0.010）、と知識の合計（p=0.018）が有意に高かった。職種および経験年数と有意な関
連が見られた項目はなかった。 
②属性ごとの研修効果の差の分析 
「エピペン®の管理」の知識の変化量（研修 6か月後－研修前）は、看護職のいる園の者と比
較して看護職のいない園の者で有意に大きかった（p=0.045）。また、エピペン®持参児のいる園
の者と比較してエピペン®持参児のいない園の者においても、「エピペン®の管理」の知識の変化
量（研修 6か月後－研修前）が有意に大きかった（p=0.035）。「エピペン®を使うタイミング」の
知識の変化量（研修後－研修前）は、研修受講経験がある者と比較して研修受講経験がない者で
有意に大きく（p=0.038）、知識の合計の変化量（研修後－研修前）も同様であった（p=0.046）。
職種による研修効果の有意な差はみられなかった。「エピペン®の管理」の知識の変化量（研修 6
か月後－研修前）は、経験 5年未満と比較して経験 5年以上の者で有意に大きかった（p=0.021）。
いずれの属性においてもエピペン®の使用に対する意識の変化量の有意な差はみられなかった。 
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